




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































No．　年　月　日　西暦 史 料 名 使 名国名1瑚 0 考 平安遺文　No．
9
0
1
2
0
」
4
　
D
8
Q
》
Q
》
9
9
9
Q
》
ρ
0
ワ
5
0
V
Q
8
Q
び
（
U
1
9
9
0
0
　
　
1
1
2
3
4
5
ハ
0
7
8
0
0
0
0
U
O
O
1
1
1
1
1
1
1
天養1．5．17
天養1．10．・20
久安4．10．29
保元2．8．　23
保元3，5．　12
保元3．11．21
永暦1．
永暦1．5．22
応保1．2
嘉応1．10．9
嘉応3．1．15
承安　3．11．15
安元1．壬9．23
安元1．12
安元3．3
治承3．10
治承3．10．18
養和1．8．18
寿永2．7
元暦1．10．15
1145
1145
1148
1157
1158
1158
1160
1160
1161
1169
1171
1173
1175
1175
1177
1179
1179
1181
1183
1184
僧義豪申文
鳥羽院庁下文案
官宣旨案
東寺領垂水荘政所下文案
東大寺三綱解案
大和国目代申原貞兼請文
大和国木原荘注進状
伊賀国司庁宣案
土佐国幡多郡収納所宛行状
写
大隅国台明寺住僧解
安芸国留守所下文
大隅国台明寺住僧案解
伊賀国在庁官人解
東大寺衆徒解案
新興寺住僧等解案
安芸国司庁宣案
沙弥行蓮書状
後白河院庁公文所問注記案
散位平兼資解
金剛寺住僧等解
（検注使）
収納使
検田使
早米使
検注使
検注使
検注使
収納使
済物使
収納使
検田使
収納使
検田使，勘済使
収納使
収納使
検断使
収納使
収納使
収納使
（勧農使）
検田使
和
賀
賀
津
城
和
和
大
伊
伊
摂
山
大
大
賀
佐
隅
芸
隅
賀
賀
伊
芸
芸
賀
芸
伊
土
大
安
大
伊
伊
紀
安
安
伊
安
B
B
B
B
B
B
B
B
A
B
A
A
B
B
B
B
B
B
A
A
検注使播磨庁官顕盛
収納使斎宮介為正
収納使惟宗
収納使　朝臣
勘済使散位藤原
収納使田所則包
勧農使散位
検田使下野先使「王」
2529号
2541号
2655号
2895号
2924号
4774号
4782号
　3095号
　3184号
　3184号　　1
補358号　B
　　　　　　
　3645号　i
　3709号
　3732号
　3785号
　3887号
　3929号
　3998号
　4098号
　4210号
※形式欄にAB’Bとあるのは各諸使の文書に見える表現形態を示す㈹は郡判その他に署判があるもの，B’は文中に見え
　ているもののうち，その姓名を知りうるもの，Bは単に文中に使名のみしか記されていないもの，このうちAB’でその姓
　名が判明するものは備考欄にこれを示した。
※また，使名のうち，（）に付したものは，必ずしも国衙使とは考えられないものであるが，参考までに記した。
「国使」をめぐる二・三の問題（関）
し
て
、
以
下
の
如
き
網
羅
的
分
析
も
ま
た
必
要
と
考
え
、
あ
え
て
こ
こ
に
列
挙
す
る
こ
と
に
し
た
。
　
き
て
、
第
∬
表
は
「
平
安
遺
文
」
よ
り
国
衙
使
と
目
さ
れ
る
各
諸
使
名
を
掲
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
必
ず
し
も
完
全
な
も
の
で
は
な
い
が
、
大
略
そ
の
傾
向
は
知
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
尚
、
こ
こ
で
問
題
と
す
る
の
は
、
国
衙
諸
行
政
分
野
の
う
ち
勧
農
・
収
取
等
に
か
か
わ
る
使
名
の
み
で
あ
り
、
押
領
使
・
追
捕
使
・
検
非
違
使
等
の
検
断
業
務
に
関
与
す
る
所
謂
「
国
衙
三
使
」
と
呼
ば
れ
る
存
在
や
弁
済
使
の
よ
う
な
国
司
請
負
制
下
に
お
け
る
家
産
的
協
働
関
係
を
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
的
研
究
も
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
除
外
し
て
お
き
た
い
。
　
以
下
㈹
～
㈲
の
八
種
類
の
国
衙
使
に
つ
い
て
、
表
中
か
ら
気
付
い
た
諸
点
を
ふ
れ
て
お
こ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
㈹
〔
検
田
使
〕
　
「
今
昔
物
語
」
巻
十
七
ー
五
に
は
陸
奥
国
司
平
朝
臣
孝
義
の
郎
等
に
仕
え
る
男
が
、
孝
義
の
陸
奥
守
任
中
、
検
田
之
使
と
し
て
該
地
に
下
向
し
て
検
田
業
務
に
た
ず
さ
わ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
説
話
と
し
て
の
性
格
上
、
史
実
か
否
か
は
問
題
に
し
て
も
、
孝
義
の
実
在
か
ら
推
し
て
こ
こ
に
見
る
検
田
使
の
話
は
十
一
世
紀
初
頭
の
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
検
田
使
自
体
は
か
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
早
い
時
期
か
ら
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
分
布
を
1
表
よ
り
見
れ
ば
、
畿
内
近
国
及
び
西
国
方
面
の
諸
地
域
に
多
い
が
、
史
料
残
存
の
偏
在
性
も
加
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
検
田
機
能
が
地
方
行
政
上
に
占
め
る
役
割
か
ら
考
え
て
、
ほ
ぼ
全
国
的
規
模
で
存
在
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
地
域
に
よ
っ
て
重
複
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
が
収
納
使
と
同
様
、
量
的
に
最
も
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
国
衙
行
政
の
実
質
的
運
営
主
体
と
な
っ
て
い
る
事
情
を
窺
わ
せ
る
。
　
機
能
及
び
職
掌
に
つ
い
て
は
、
　
「
而
年
来
之
間
、
国
検
田
使
卒
二
違
先
例
一
、
入
一
一
検
庄
内
一
、
錐
レ
注
二
作
田
一
」
　
（
勲
1
5
正
暦
4
・
8
・
2
8
紀
伊
国
符
案
）
あ
る
い
は
「
而
国
検
田
使
二
背
旧
例
一
、
悉
以
収
公
、
付
二
徴
臨
時
雑
役
一
之
間
」
　
（
飽
2
2
長
和
2
・
1
0
・
1
5
丹
波
国
大
山
荘
司
解
案
）
な
ど
の
文
言
か
ら
、
所
当
官
物
・
臨
時
雑
役
賦
課
の
た
め
の
田
数
注
進
に
携
っ
て
い
た
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
。
こ
の
こ
と
は
当
時
の
国
衙
の
支
配
原
理
に
お
い
て
、
公
田
見
作
と
所
当
官
物
の
数
量
的
把
握
が
第
一
義
的
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
、
き
一156一
「国使」をめぐる二・三の問題（関）
ら
に
は
平
安
後
期
国
衙
領
の
収
取
体
系
が
米
納
を
中
心
と
す
る
所
当
官
物
と
夫
役
・
雑
物
よ
り
成
る
臨
時
雑
役
（
1
1
国
役
）
の
二
系
統
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
と
の
指
摘
を
考
え
合
せ
れ
ば
、
か
か
る
検
田
使
の
機
能
の
重
要
性
も
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
　
⑧
〔
収
納
使
〕
　
　
「
検
田
収
納
使
」
と
し
ば
し
ば
併
称
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
収
納
使
は
検
田
使
と
と
も
に
国
衙
行
政
の
中
枢
的
役
割
を
担
う
国
衙
使
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
で
時
期
的
・
地
域
的
に
検
田
使
と
ほ
ぼ
同
様
の
分
布
を
示
し
て
い
る
。
　
「
類
聚
三
代
格
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
昌
泰
四
年
（
九
〇
一
）
閏
六
月
二
十
五
日
付
太
政
官
符
に
見
え
る
収
納
使
の
存
在
は
そ
の
比
較
的
早
い
例
と
い
え
る
。
ま
た
「
今
昔
物
語
」
巻
二
四
－
五
六
話
に
は
、
　
「
賎
ノ
郡
ノ
収
納
ト
云
事
二
宛
テ
有
ケ
レ
バ
、
喜
テ
、
其
ノ
郡
二
行
テ
、
郡
司
ガ
宿
二
宿
テ
、
可
成
キ
物
ノ
沙
汰
ナ
ド
シ
テ
、
四
五
日
許
有
テ
、
館
二
返
ニ
ケ
リ
」
と
あ
り
、
播
磨
国
守
高
階
為
家
の
下
で
収
納
使
で
あ
っ
た
男
の
説
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
さ
て
、
そ
の
機
能
で
あ
る
が
、
微
収
業
務
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
、
諸
史
料
に
依
拠
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
前
述
の
丹
波
国
大
山
荘
司
解
案
で
は
、
　
「
右
件
庄
四
者
…
（
中
略
）
…
任
二
見
作
一
被
一
一
免
除
一
已
了
、
而
国
検
田
使
背
二
旧
例
一
、
悉
以
収
公
、
付
二
徴
臨
時
雑
役
一
之
間
、
収
納
使
入
部
官
物
勘
責
」
と
あ
り
、
検
田
使
に
よ
る
見
作
田
の
田
数
注
進
ー
収
公
－
臨
時
雑
役
（
国
役
）
乃
至
は
官
物
の
付
微
に
も
と
づ
き
、
収
納
使
が
入
部
し
て
官
物
を
勘
責
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
「
可
レ
令
下
早
随
二
収
納
使
催
↓
弁
中
済
出
作
田
所
当
官
物
上
事
」
（
磁
9
0
天
養
1
・
1
0
・
2
0
鳥
羽
院
庁
下
文
）
と
表
現
き
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
収
納
使
の
職
責
が
官
物
徴
収
に
か
か
わ
っ
て
い
た
点
を
知
る
。
こ
う
し
た
機
能
の
他
に
も
、
保
延
六
年
十
一
月
二
十
八
日
付
伊
賀
国
黒
田
荘
出
作
名
田
官
物
返
抄
（
勲
8
7
）
に
署
名
す
る
収
納
使
の
存
在
な
ど
か
ら
返
抄
の
発
給
に
も
携
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
収
納
使
が
結
解
作
成
ほ
進
未
沙
汰
も
含
め
広
範
囲
に
亘
る
徴
収
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
収
納
所
と
の
関
連
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
で
既
に
大
石
直
正
氏
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
　
◎
〔
調
物
使
〕
　
承
平
二
年
（
九
三
二
）
九
月
二
十
二
日
付
丹
波
国
牒
（
焔
2
）
に
一
例
、
そ
の
存
在
が
見
え
て
い
る
。
こ
れ
は
「
堪
百
姓
名
」
と
し
て
有
名
な
史
料
で
も
あ
る
が
、
同
史
料
に
は
多
紀
郡
の
「
調
物
使
藤
原
高
枝
」
な
る
人
物
が
同
郡
の
「
余
部
郷
専
一157一
「国使」をめぐる二・三の問題（関）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
当
校
校
日
置
貞
良
」
と
と
も
に
調
絹
の
徴
収
に
当
っ
て
い
た
こ
と
が
見
え
る
。
こ
の
日
置
貞
良
は
別
の
史
料
に
郡
司
と
し
て
署
判
し
て
い
る
こ
と
か
ら
調
物
使
は
国
衙
か
ら
派
遣
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
次
節
で
も
ふ
れ
る
が
、
十
世
紀
は
郡
司
制
の
変
質
に
伴
い
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
彼
等
郡
司
が
郷
別
に
業
務
を
専
当
す
る
郷
別
専
当
郡
司
制
が
展
開
す
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
郡
司
の
機
能
．
職
責
が
分
掌
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
旧
来
の
郡
司
の
機
能
を
補
う
目
的
か
ら
郡
毎
に
派
遣
さ
れ
た
存
在
と
し
て
、
こ
の
調
物
使
を
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
調
物
と
い
う
税
目
に
そ
の
名
を
負
う
国
使
の
名
称
も
、
令
制
的
な
税
目
別
分
担
に
も
と
つ
く
郡
司
の
在
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
り
方
か
ら
地
域
別
（
郷
別
）
の
そ
れ
へ
と
郡
司
制
が
変
化
し
た
こ
と
を
前
提
に
、
国
衙
に
よ
る
郡
衙
（
郡
司
）
機
能
の
包
摂
．
吸
収
を
示
す
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
　
◎
〔
見
営
使
〕
延
喜
十
五
年
十
月
二
十
二
日
付
丹
波
国
牒
及
び
天
慶
三
年
九
月
二
日
付
因
幡
国
東
大
寺
領
高
庭
荘
坪
付
（
撒
3
）
の
二
例
に
見
営
使
の
名
辞
が
見
え
る
。
こ
の
う
ち
前
者
に
つ
い
て
は
国
衙
在
庁
所
と
の
関
連
で
既
に
高
田
実
氏
に
よ
っ
て
詳
細
な
検
討
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
文
中
「
見
営
使
」
と
読
む
べ
き
か
、
あ
る
い
は
「
見
営
使
所
」
と
読
む
べ
き
か
は
問
題
の
残
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
表
中
に
は
入
れ
て
い
な
い
。
た
だ
「
見
営
」
そ
の
も
の
の
字
義
か
ら
す
れ
ば
、
氏
の
指
摘
さ
れ
る
如
く
「
現
営
」
と
同
義
で
あ
り
、
現
地
に
お
け
る
田
地
の
経
営
状
況
の
実
態
調
査
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
あ
い
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
後
者
の
例
で
は
史
料
中
、
見
営
使
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
高
草
郡
公
文
預
勘
申
　
東
大
寺
田
坪
付
事
　
　
　
　
合
捌
町
壼
段
参
値
参
歩
　
　
　
　
　
（
中
略
）
　
　
　
右
件
寺
田
、
依
二
見
営
使
符
旨
一
、
勘
注
所
レ
進
如
レ
件
　
　
　
　
　
天
慶
三
年
九
月
二
日
一158一
「国使」をめぐる二。三の問題（関）
　
こ
の
史
料
は
東
大
寺
田
坪
の
勘
注
を
実
際
に
行
っ
た
郡
司
（
公
文
預
）
の
勘
申
状
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
調
査
ー
勘
申
が
見
営
使
の
命
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
そ
し
て
こ
こ
に
見
る
見
営
使
が
在
地
に
下
向
し
た
か
否
か
は
不
明
と
し
て
も
、
田
数
調
査
権
を
有
し
、
図
師
た
る
郡
司
の
一
部
（
公
文
領
）
に
対
し
、
こ
れ
を
上
か
ら
指
揮
す
る
も
の
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。
　
③
〔
実
検
使
〕
　
主
と
し
て
筑
前
・
肥
後
等
の
九
州
諸
地
域
に
数
例
散
見
す
る
。
機
能
的
に
は
検
田
使
と
ほ
ぼ
近
似
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
応
徳
元
年
（
一
〇
八
四
）
の
筑
前
国
観
世
音
寺
牒
案
（
油
5
7
）
に
は
検
田
使
に
よ
っ
て
勘
出
さ
れ
た
寺
領
黒
島
荘
の
一
部
を
本
公
験
に
任
せ
て
免
除
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
申
請
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
受
け
た
筑
前
国
衙
は
再
調
査
の
た
め
に
実
検
使
を
遣
し
て
い
る
。
か
か
る
事
例
か
ら
察
す
る
に
、
実
験
使
と
は
検
田
使
に
よ
る
田
数
勘
出
の
結
果
、
領
主
側
の
把
握
す
る
田
数
と
の
間
に
齪
酷
が
生
じ
た
場
合
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
論
田
を
再
調
査
す
る
た
め
の
使
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
聡　㈹
〔
早
米
使
〕
　
「
郡
早
米
使
」
　
（
磁
1
7
）
・
「
国
衙
早
米
使
」
　
（
飽
9
2
）
と
し
て
大
和
・
摂
津
両
国
に
見
え
て
い
る
。
前
者
は
城
下
郡
早
米
使
の
藤
原
良
信
が
強
盗
の
た
め
に
殺
害
さ
れ
た
事
件
で
、
犯
人
追
捕
の
官
裁
を
申
請
し
た
大
和
国
司
解
に
見
え
て
い
る
。
そ
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
該
史
料
に
ふ
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
文
中
こ
の
早
米
使
を
国
使
と
も
表
現
し
て
い
る
点
は
確
認
で
き
る
。
ま
た
後
老
の
そ
れ
は
、
保
元
二
年
（
一
一
五
七
）
の
東
寺
領
垂
水
荘
政
所
下
文
案
に
載
せ
る
も
の
で
、
　
「
俄
令
レ
乱
二
入
数
多
使
於
庄
内
一
、
号
二
早
米
使
一
令
二
責
勘
一
之
条
、
甚
以
不
当
事
也
」
と
あ
り
、
史
料
中
の
早
米
使
と
号
し
て
責
勘
せ
し
む
る
具
体
的
内
容
が
「
臨
時
雑
事
国
役
」
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
臨
時
雑
事
な
ど
の
負
課
が
早
米
使
と
号
す
こ
と
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
て
い
る
事
実
は
そ
の
機
能
の
一
端
を
知
る
上
で
参
考
に
な
る
。
　
⑥
〔
勘
済
使
〕
　
伊
勢
．
伊
賀
・
山
城
・
讃
岐
・
大
隅
等
の
諸
国
に
見
え
て
い
る
、
分
布
地
域
か
ら
実
際
に
は
も
っ
と
多
く
存
在
し
一159一
「国使」をめぐる二・三の問題（関）
た
と
考
え
ら
れ
る
。
字
の
如
く
所
当
物
の
勘
済
に
従
事
し
た
も
の
と
想
像
で
き
る
が
、
明
確
に
そ
の
機
能
を
確
認
で
き
な
い
。
た
だ
こ
の
勘
済
使
に
つ
い
て
は
「
公
験
流
記
帳
悉
焼
失
、
髪
寺
家
請
乞
国
郡
図
帳
勘
判
之
日
、
勘
済
使
粟
田
茂
明
．
高
向
福
忠
等
勘
進
之
図
帳
、
以
此
為
公
験
」
　
（
飽
5
1
延
久
3
・
1
0
・
8
珍
皇
寺
解
）
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
あ
る
い
は
長
久
二
年
（
一
〇
四
一
）
の
藤
原
実
遠
公
験
紛
失
状
解
案
に
署
判
し
て
い
る
ご
と
か
ら
推
し
て
、
彼
等
が
公
験
紛
失
の
際
の
図
帳
勘
進
や
種
々
の
保
証
行
為
に
も
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
も
っ
と
も
、
彼
等
の
多
く
は
郡
判
に
列
し
て
い
る
こ
と
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
右
の
機
能
自
体
、
勘
済
使
の
そ
れ
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
郡
司
た
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
讃
岐
国
の
例
（
勲
4
5
．
4
6
）
で
は
あ
る
が
、
官
物
や
地
子
物
の
徴
収
に
も
携
わ
り
、
独
自
に
文
書
を
発
給
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
　
⑬
〔
郡
務
使
・
郡
摂
使
〕
　
前
述
の
勘
済
使
と
同
様
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
郡
判
に
加
署
し
て
い
る
点
か
ら
郡
衙
系
の
使
と
判
断
で
き
る
。
表
中
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
時
期
的
に
は
十
世
紀
後
半
か
ら
十
一
世
紀
前
半
に
集
中
し
て
散
見
す
る
こ
と
も
興
味
を
ひ
く
。
因
に
「
郡
」
を
冠
す
る
使
名
と
し
て
は
、
郡
調
物
使
（
煎
2
）
・
郡
早
米
使
（
龍
1
7
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
検
田
使
．
収
納
使
も
場
合
に
よ
っ
て
は
史
料
中
郡
検
田
使
（
飽
3
0
）
・
郡
収
納
使
（
漁
7
6
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
同
じ
く
「
郡
」
と
い
う
字
を
冠
す
る
名
称
を
持
ち
な
が
ら
、
こ
れ
ら
諸
使
と
郡
務
使
・
郡
摂
使
の
両
者
は
、
本
質
的
に
異
な
る
性
質
を
有
す
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
両
者
は
「
郡
」
を
冠
し
て
は
じ
め
て
一
定
の
意
味
を
持
つ
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
郡
務
及
び
郡
摂
と
い
う
言
葉
が
、
検
田
・
収
納
・
調
物
・
早
米
な
ど
の
如
き
業
務
別
に
そ
の
名
を
負
う
個
有
名
詞
で
は
な
い
点
と
も
関
係
す
る
。
寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）
、
石
部
千
吉
請
文
（
飽
2
1
）
の
郡
判
中
に
見
え
て
い
る
「
郡
務
職
」
な
る
名
辞
は
、
そ
の
意
味
で
こ
の
両
者
の
性
格
を
考
え
る
際
の
参
考
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
郡
務
使
が
「
職
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
、
他
例
に
な
い
特
色
で
も
あ
り
、
郡
衙
統
轄
の
職
責
を
負
う
と
こ
ろ
に
由
来
す
る
名
称
と
し
て
こ
れ
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
郡
務
使
・
郡
摂
使
の
両
者
は
国
司
代
・
国
目
代
な
ど
の
所
謂
　
「
国
衙
官
人
郡
司
」
と
と
も
に
郡
判
に
署
判
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
伊
賀
国
の
例
を
と
っ
て
も
阿
閉
氏
な
ど
の
名
族
が
起
用
さ
れ
て
い
一160一
「国使」をめぐる二・三の問題（関）
る
。
（
磁
6
）
し
か
し
か
か
る
傾
向
も
十
世
紀
ま
で
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
は
い
さ
さ
か
趣
を
異
に
す
る
。
と
も
あ
れ
郡
務
使
・
郡
摂
使
な
ど
の
よ
う
に
国
衙
に
対
す
る
使
た
る
名
称
が
こ
の
時
期
に
一
般
化
す
る
こ
と
は
郡
司
制
の
変
質
を
考
え
る
上
で
も
重
要
で
あ
り
、
旧
来
の
郡
司
が
国
衙
機
構
の
一
環
に
包
摂
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
い
得
る
。
　
以
上
、
㈹
～
㈲
に
分
け
て
国
衙
使
と
目
さ
れ
る
諸
使
の
存
在
に
つ
い
て
、
二
、
三
気
付
い
た
点
を
ふ
れ
て
き
た
。
な
お
表
中
に
は
勘
　
（
7
3
）
徴
使
．
納
所
使
・
検
注
使
勧
農
使
等
の
使
名
が
若
干
存
在
す
る
が
、
事
例
も
少
な
く
必
ず
し
も
国
衙
側
の
も
の
の
み
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
こ
の
他
に
も
該
時
期
の
史
料
に
は
、
検
断
使
・
国
領
使
・
拒
桿
使
、
幹
了
使
な
ど
駆
々
の
名
を
持
つ
使
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
　
「
四
郎
君
受
領
郎
等
判
史
執
鞭
之
図
也
、
於
二
五
畿
七
通
無
ア
所
レ
不
届
…
（
中
略
）
況
於
田
使
・
収
納
・
交
易
・
佃
、
臨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
時
雑
役
之
使
、
不
レ
望
所
一
一
懸
預
一
」
と
い
う
有
名
な
「
新
猿
楽
記
」
の
一
部
を
想
起
す
る
だ
け
で
充
分
で
あ
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
諸
使
と
国
衙
在
庁
所
と
の
関
係
に
つ
い
て
詳
し
い
検
討
は
紙
数
の
都
合
上
別
稿
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
。
一
盤
「
所
」
自
体
の
存
在
が
既
に
律
令
制
下
で
も
確
認
で
き
る
こ
と
は
奮
悌
゜
佐
藤
宗
諄
誰
の
指
摘
に
あ
る
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
国
衙
行
政
の
中
で
在
庁
機
構
と
し
て
の
「
所
」
が
現
実
に
機
能
を
持
ち
始
め
る
の
は
十
世
紀
末
～
十
一
世
紀
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
史
料
上
の
初
見
事
例
か
ら
も
こ
の
点
は
疑
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
国
使
（
1
1
国
衙
使
）
が
十
世
紀
初
頭
に
は
地
方
行
政
分
野
に
登
場
し
て
く
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
か
か
る
在
庁
所
と
国
使
（
1
1
国
衙
使
）
と
の
関
係
は
即
時
的
に
対
応
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
言
え
る
。
こ
の
問
題
は
や
は
り
郡
司
制
の
変
質
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
解
け
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
郡
検
田
所
．
郡
収
納
所
な
ど
に
見
ら
れ
る
各
諸
所
が
旧
来
の
郡
衙
（
郡
司
）
の
如
何
な
る
権
限
・
権
能
を
吸
収
し
て
成
立
し
て
く
る
か
と
い
う
点
を
お
さ
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
郡
務
使
・
郡
摂
使
に
登
用
さ
れ
る
主
体
が
十
世
紀
段
階
で
は
い
ま
だ
旧
来
の
郡
司
で
あ
っ
た
こ
と
は
変
質
し
つ
’
つ
あ
る
と
は
い
え
、
い
ま
だ
国
衙
在
庁
所
成
立
の
条
件
を
充
全
に
満
た
す
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
点
で
注
意
を
要
す
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
何
よ
り
郡
検
田
所
・
郡
収
納
所
が
い
ず
れ
も
十
一
世
紀
以
降
に
史
料
に
広
く
登
場
す
る
事
一161一
「国使」をめぐる二・三の問題（関）
実
と
も
符
合
す
る
。
た
だ
し
、
全
て
の
在
庁
所
が
画
一
的
に
十
一
世
紀
以
降
に
機
能
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
「
田
所
」
な
ど
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
十
世
紀
の
前
半
に
は
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
田
文
や
国
図
の
保
管
さ
ら
に
は
田
数
の
勘
案
．
調
査
等
、
受
領
の
諮
問
機
関
と
し
て
の
性
格
も
強
く
国
規
模
で
存
在
し
た
も
の
、
そ
れ
だ
け
に
時
期
的
に
も
比
較
的
早
く
か
ら
存
在
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
前
節
で
は
検
田
使
・
収
納
使
に
代
表
さ
れ
る
各
諸
使
の
機
能
に
つ
い
て
、
そ
の
基
礎
的
事
実
の
確
認
を
試
み
た
が
、
本
節
で
は
か
か
る
国
衙
使
が
十
世
紀
以
降
広
範
に
登
場
す
る
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
そ
こ
で
ま
ず
国
衙
使
自
体
、
如
何
な
る
条
件
の
下
で
そ
の
登
場
が
可
能
に
な
る
の
か
を
郡
司
制
と
の
関
連
で
検
討
し
て
お
く
。
　
さ
て
、
前
節
で
国
使
任
用
主
体
の
変
節
を
知
る
う
え
で
の
素
材
と
し
て
、
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
に
も
若
干
関
説
し
た
が
、
同
史
料
の
第
十
六
条
に
は
ま
た
次
の
如
き
文
言
が
見
え
て
い
る
。
　
「
右
、
使
等
毎
レ
郡
巨
多
也
、
（
中
略
）
又
段
米
収
納
使
等
之
子
姪
郎
等
有
官
散
位
、
受
一
一
配
符
一
入
部
之
日
、
先
所
行
有
様
己
背
二
以
往
例
、
自
二
郡
司
之
手
一
、
号
二
郷
分
之
絹
一
所
レ
取
絹
、
一
郷
五
六
疋
也
、
但
一
郡
所
レ
在
六
七
郷
、
漸
計
二
其
所
得
↓
動
以
及
二
四
五
十
疋
袖
、
亦
自
二
田
堵
五
六
人
之
手
一
所
レ
責
絹
、
三
四
疋
又
一
二
疋
也
、
一
郷
所
レ
注
田
堵
四
五
人
也
」
　
こ
の
史
料
に
は
元
命
配
下
の
郎
等
有
官
散
位
の
輩
が
収
納
使
と
し
て
部
内
に
入
部
し
郡
司
百
姓
に
と
っ
て
非
法
と
意
識
さ
れ
る
数
々
の
勘
責
を
行
っ
て
い
る
様
子
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
は
収
納
使
に
よ
る
雑
物
（
こ
の
場
合
絹
）
徴
収
が
「
自
二
郡
司
之
手
一
、
号
二
郷
分
之
絹
一
所
レ
取
絹
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
如
く
、
郡
司
を
介
し
て
行
わ
れ
た
点
で
あ
る
。
と
同
時
に
こ
の
こ
と
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
郡
司
が
郷
毎
に
絹
等
の
雑
物
の
徴
収
業
務
に
あ
た
っ
て
い
た
事
実
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
郡
司
が
こ
の
よ
う
に
郷
別
（
地
域
別
）
の
徴
収
責
任
者
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
自
体
、
旧
来
の
郡
司
の
在
り
方
と
は
異
な
る
も
の
と
言
え
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（
4
1
）
る
。
か
か
る
郷
務
を
専
当
す
る
郡
司
（
“
郷
専
当
郡
司
）
の
存
在
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
き
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
因
に
寛
平
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
七
年
（
八
九
五
）
九
月
二
十
七
日
付
太
政
官
符
所
引
の
美
濃
国
解
に
は
「
凡
諸
国
例
、
分
二
配
郡
司
一
、
宛
二
租
税
調
庸
専
当
一
、
役
駈
二
土
浪
一
差
二
進
レ
官
雑
物
綱
丁
一
」
と
あ
り
税
目
別
の
専
当
郡
司
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
税
目
に
名
を
負
う
郡
司
と
し
て
「
調
庸
綱
領
郡
司
」
あ
る
い
は
「
租
税
専
当
郡
司
」
等
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
か
か
る
郡
司
（
目
令
制
的
郡
司
）
は
先
の
郷
別
専
当
郡
司
と
は
異
な
る
存
在
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
に
十
世
紀
に
は
税
目
別
専
当
郡
司
制
か
ら
郷
別
（
地
域
別
）
専
当
郡
司
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
へ
と
変
化
す
る
こ
と
を
知
る
。
こ
の
こ
と
は
泉
谷
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
十
世
紀
の
郡
判
及
び
郡
司
解
に
見
え
る
郡
司
数
（
郡
判
の
上
段
加
署
者
数
）
と
和
名
抄
郷
数
と
が
一
致
す
る
場
合
が
少
な
く
な
か
っ
た
事
実
と
も
関
連
す
る
。
前
節
で
ふ
れ
た
承
平
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
年
九
月
二
十
二
日
丹
波
国
牒
に
見
え
て
い
た
多
紀
郡
余
部
郷
専
当
日
置
貞
良
も
そ
う
し
た
郷
別
専
当
郡
司
で
あ
っ
た
こ
と
は
諸
氏
の
指
摘
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
右
史
料
は
そ
の
名
称
を
税
目
に
負
う
国
衙
使
巨
調
物
使
の
活
動
を
知
る
上
で
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
調
物
使
の
存
在
は
郡
司
制
と
の
関
連
か
ら
言
え
ば
、
郷
別
専
当
制
の
導
入
に
よ
っ
て
、
旧
米
の
郡
司
が
有
し
て
い
た
税
目
別
の
職
責
を
国
衙
の
使
が
代
替
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
た
だ
し
同
じ
国
衙
使
と
は
言
っ
て
も
、
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
に
見
る
収
納
使
の
如
き
使
と
は
い
さ
さ
か
異
な
る
も
の
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
れ
は
調
物
使
の
よ
う
な
税
目
系
統
の
使
の
存
在
は
十
｝
世
紀
に
は
も
は
や
史
料
上
に
そ
の
姿
を
見
せ
な
く
な
り
、
こ
れ
に
代
っ
て
十
世
紀
後
半
よ
り
検
田
使
・
収
納
使
な
ど
行
政
上
の
業
務
内
容
に
そ
の
名
を
負
う
使
が
広
く
散
見
す
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
如
何
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
前
記
の
承
平
二
年
丹
波
国
牒
は
「
名
」
の
初
見
史
料
と
し
て
も
有
名
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
徴
納
物
の
収
取
は
郡
調
物
使
ー
郷
専
当
郡
司
－
堪
百
姓
名
（
負
名
）
と
い
う
ル
ー
ト
で
あ
り
、
調
絹
等
の
微
収
が
郡
司
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
因
に
右
に
見
る
堪
百
姓
の
実
体
が
所
謂
「
力
田
之
輩
」
に
も
比
す
べ
き
田
堵
層
で
あ
っ
た
点
は
多
く
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
か
か
る
負
名
（
田
堵
）
へ
徴
収
が
未
だ
郡
司
の
存
在
を
無
視
し
て
は
遂
行
し
得
な
い
段
階
に
あ
っ
た
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
一163一
「国使」をめぐる二・三の問題（関）
調
物
使
の
存
在
自
体
あ
く
ま
で
臨
時
的
性
格
以
上
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
一
方
、
収
納
使
に
つ
い
て
は
、
殊
に
十
一
世
紀
以
降
、
郡
司
を
介
す
こ
と
な
く
直
接
田
堵
1
1
負
名
層
を
掌
握
す
る
傾
向
が
一
般
的
と
な
る
。
　
「
而
当
時
御
任
、
不
論
二
是
非
一
、
皆
悉
以
収
公
、
口
口
収
納
使
井
方
々
使
、
切
勘
尤
甚
、
貧
弊
之
田
堵
等
、
故
難
レ
回
レ
跡
」
　
（
長
元
二
年
閏
二
月
十
三
日
東
　
　
　
（
4
5
）
大
寺
牒
案
）
と
あ
る
文
言
や
前
記
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
に
見
え
る
収
納
収
に
よ
る
田
堵
へ
の
関
与
の
仕
方
か
ら
も
こ
の
こ
と
は
窺
え
よ
う
。
と
す
れ
ば
十
世
紀
段
階
の
如
き
郷
別
専
当
郡
司
を
前
提
と
す
る
税
目
別
使
名
（
調
物
使
）
に
よ
る
微
収
ル
ー
ト
は
収
納
使
の
広
範
な
出
現
で
現
実
的
意
味
を
失
う
で
あ
ろ
う
こ
と
も
看
取
し
得
る
。
し
た
が
っ
て
、
収
納
使
等
に
代
表
さ
れ
る
国
衙
使
登
場
の
意
味
と
は
何
よ
り
も
、
従
来
の
郷
別
専
当
郡
司
ー
負
名
の
微
収
ル
ー
ト
を
切
断
し
調
物
使
の
如
き
、
税
目
系
統
の
使
の
機
能
を
国
衙
行
政
の
中
枢
的
分
野
に
恒
常
的
な
形
態
で
包
摂
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
郡
務
使
・
郡
摂
使
な
ど
国
衙
に
対
す
る
使
た
る
意
味
の
使
名
が
十
世
紀
に
散
見
す
る
が
、
彼
等
の
実
体
が
郡
司
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
せ
れ
ば
、
こ
れ
は
郷
別
専
当
郡
司
制
の
施
行
を
前
提
と
し
て
、
郡
規
模
で
郡
務
を
統
轄
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
た
名
称
と
考
え
ら
れ
る
。
既
述
の
如
く
こ
れ
が
「
郡
務
職
」
　
（
郡
務
執
行
権
）
と
も
表
現
さ
れ
る
べ
き
内
容
を
持
つ
性
格
の
使
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
し
て
も
、
こ
の
点
は
疑
い
な
い
。
国
衙
は
か
か
る
郡
司
層
を
「
国
衙
に
対
す
る
使
」
と
し
て
位
置
づ
け
な
が
ら
、
在
地
支
配
へ
と
乗
り
出
す
。
周
知
の
如
く
、
お
よ
そ
律
令
制
下
に
お
け
る
国
郡
支
配
の
特
色
は
郡
司
の
在
地
支
配
を
踏
え
て
、
国
司
制
（
国
衙
）
に
よ
る
公
民
支
配
秩
序
が
維
持
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
国
衙
使
の
成
立
と
は
こ
う
し
た
旧
来
の
支
配
秩
序
に
か
わ
り
国
衙
に
よ
る
在
地
へ
の
直
接
支
配
を
可
能
に
す
る
条
件
を
醸
し
出
し
た
点
に
意
味
が
あ
っ
た
。
　
き
て
、
一
般
に
十
一
世
紀
以
降
郡
・
郷
が
と
も
に
並
列
的
関
係
と
し
て
国
衙
に
直
結
す
る
単
位
と
な
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
る
。
そ
の
結
果
、
郡
司
と
異
名
同
体
た
る
郷
司
の
出
現
を
み
る
こ
と
は
松
岡
久
人
氏
の
指
摘
に
あ
る
と
お
り
で
あ
り
、
か
か
る
郷
司
的
郡
司
の
先
躍
も
叙
上
の
如
き
郷
別
専
当
郡
司
に
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
因
に
十
世
紀
末
か
ら
「
在
地
郡
司
」
乃
至
「
在
郡
司
」
な
一164一
「国使」をめぐる二・三の問題（関）
る
名
称
の
郡
票
史
料
上
散
見
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
・
先
稿
で
も
ふ
れ
論
・
こ
れ
は
郷
別
専
当
郡
司
を
前
提
と
し
て
出
現
し
た
所
謂
郡
司
的
郷
司
と
同
様
の
実
体
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
「
在
地
郡
司
」
と
は
郡
司
に
よ
る
か
か
る
地
域
別
分
掌
責
任
制
U
郷
専
当
制
に
よ
り
、
令
制
的
郡
支
配
権
の
秩
序
が
崩
壊
し
、
彼
等
が
「
在
地
司
」
と
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
生
ま
れ
た
名
辞
な
の
で
あ
る
。
　
「
国
使
井
在
地
郡
司
刀
称
」
な
る
文
言
が
十
一
世
紀
以
降
し
ば
し
ば
散
見
す
る
が
、
　
「
在
地
刀
称
」
と
と
も
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
在
地
郡
司
」
の
こ
う
し
た
例
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
と
言
い
得
る
。
　
以
上
、
国
衙
使
成
立
の
諸
条
件
を
郡
司
制
と
の
か
か
わ
り
で
二
三
考
え
て
き
た
が
、
最
後
に
こ
の
問
題
を
国
司
制
と
の
関
連
で
概
観
し
て
お
こ
う
。
　
こ
れ
ま
で
の
行
論
の
関
係
上
、
国
衙
に
よ
る
在
地
支
配
1
1
部
内
支
配
の
た
め
の
国
使
を
以
っ
て
国
衙
使
な
る
語
を
使
用
し
て
き
た
。
し
か
し
当
然
の
こ
と
な
が
ら
か
か
る
国
衙
使
の
存
在
は
所
謂
摂
関
期
か
ら
院
政
期
の
長
期
に
亘
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
任
用
さ
れ
る
主
体
も
決
し
て
一
様
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
殊
に
国
司
の
遙
任
化
が
進
み
留
守
所
制
が
展
開
す
る
段
階
で
は
、
国
衙
使
の
性
格
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
留
守
所
を
構
成
す
る
在
庁
官
人
に
よ
っ
て
国
衙
行
政
が
運
営
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
国
衙
使
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
に
登
用
さ
れ
る
主
体
も
必
然
的
に
変
化
す
る
よ
う
に
な
る
。
在
庁
（
官
人
）
な
る
用
語
は
単
な
る
国
衙
官
人
と
い
う
意
味
以
上
に
留
守
な
る
言
葉
と
対
応
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
国
守
（
受
領
）
の
赴
任
・
下
向
を
前
提
と
し
て
展
開
さ
れ
る
十
世
紀
段
階
の
地
方
行
政
に
お
い
て
は
、
未
だ
在
庁
な
る
用
語
は
熟
し
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
前
述
し
た
よ
う
に
在
庁
乃
至
在
庁
官
人
の
語
が
十
一
世
紀
以
後
に
初
見
す
る
点
と
も
密
接
に
関
連
し
よ
う
、
院
政
期
以
降
「
留
守
所
之
使
」
あ
る
い
は
「
留
守
所
使
」
な
ど
の
名
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
史
料
上
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
し
ば
し
ば
「
国
衙
使
」
と
も
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
任
用
主
体
を
探
る
上
で
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
受
領
に
よ
る
直
接
的
な
在
地
支
配
が
顕
著
で
あ
る
十
世
紀
段
階
に
お
け
る
国
衙
使
の
性
格
を
考
え
れ
ば
、
一
層
明
確
に
な
る
。
一
般
に
検
田
使
・
収
納
使
等
種
々
の
名
称
で
呼
称
さ
れ
た
国
衙
使
に
共
通
す
る
性
格
は
、
そ
れ
が
臨
時
の
任
一165一
「国使」をめぐる二・三の問題（関）
用
た
る
と
こ
ろ
に
存
し
た
。
殊
に
受
領
の
赴
任
・
下
向
を
前
提
と
し
て
国
衙
運
営
に
参
画
し
た
十
世
紀
段
階
の
国
衙
使
に
は
、
前
に
指
摘
し
た
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
に
見
る
如
き
中
央
下
向
の
子
弟
・
郎
等
・
有
官
散
位
の
輩
な
ど
が
こ
れ
に
任
用
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
該
段
階
の
国
衙
使
は
受
領
の
爪
牙
と
し
て
性
格
を
濃
厚
持
ち
、
そ
れ
だ
け
に
か
か
る
国
衙
使
を
通
じ
て
受
領
の
恣
意
も
増
幅
さ
れ
る
。
受
領
が
任
国
で
治
績
を
あ
げ
得
た
の
も
、
自
己
の
立
場
に
有
利
な
受
領
の
私
的
集
団
を
任
意
に
登
用
す
る
こ
と
が
、
許
さ
れ
る
条
件
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
該
時
期
、
か
か
る
受
領
の
専
断
に
伴
い
国
司
苛
政
上
訴
闘
争
が
集
中
す
る
こ
と
は
周
知
に
属
す
が
、
そ
こ
に
は
か
か
る
国
衙
使
を
介
し
て
体
現
さ
れ
る
恣
意
的
な
収
奪
を
「
在
地
法
」
を
通
じ
て
規
制
す
る
方
向
は
未
だ
顕
在
化
し
て
い
な
い
と
言
え
る
。
こ
こ
に
言
う
「
在
地
法
」
と
は
不
入
制
と
領
域
的
支
配
に
基
づ
く
荘
園
法
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
で
も
言
い
得
る
も
の
で
あ
り
、
独
自
の
社
会
的
・
政
治
的
共
同
組
織
と
し
て
作
用
し
た
農
民
の
社
会
的
生
存
諸
条
件
を
内
包
す
る
中
世
村
落
の
形
成
を
前
提
に
生
成
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
点
、
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
に
代
表
さ
れ
る
こ
の
時
期
の
国
司
の
枇
政
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
に
対
す
る
弾
劾
が
、
入
間
田
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
一
国
規
模
で
の
闘
争
形
態
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
意
味
も
、
こ
の
「
在
地
法
」
を
そ
の
深
部
で
支
え
る
基
盤
（
村
落
共
同
体
）
が
未
だ
生
誕
の
途
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
こ
と
は
解
文
中
に
見
る
受
領
直
属
使
人
1
1
子
弟
・
郎
等
に
よ
る
専
断
的
部
内
支
配
を
上
訴
す
る
主
体
が
郡
司
に
あ
っ
た
点
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。
　
し
か
し
、
か
か
る
国
司
苛
政
上
訴
闘
争
を
経
て
受
領
の
専
横
が
漸
次
抑
止
さ
れ
る
体
制
も
生
ま
れ
た
こ
と
は
、
国
衙
使
の
在
り
方
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
十
一
世
紀
以
降
、
公
田
賦
課
率
の
固
定
と
し
て
結
果
す
る
新
た
な
事
態
も
こ
う
し
た
苛
政
上
訴
闘
争
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
か
る
状
況
下
で
は
受
領
に
よ
る
恣
意
性
も
極
端
に
制
約
さ
れ
は
じ
め
る
。
さ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
に
こ
れ
を
下
か
ら
規
定
す
る
条
件
も
成
熟
し
て
い
た
こ
と
は
天
喜
三
年
（
一
〇
五
五
）
の
丹
後
国
後
河
荘
田
堵
等
解
や
久
安
六
年
（
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
一
五
〇
）
の
伊
予
国
弓
削
荘
百
姓
等
解
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
住
人
・
百
姓
等
解
に
よ
る
反
国
役
賦
課
・
反
国
使
入
部
闘
争
が
広
範
に
展
開
す
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
前
述
し
た
「
在
地
郡
司
」
　
「
在
地
刀
称
」
の
語
が
こ
の
時
期
に
一
般
化
し
「
国
使
一166一
「国使」をめぐる二・三の問題（関）
井
在
地
郡
司
刀
称
」
な
る
用
例
が
多
く
散
見
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
使
と
と
も
に
活
動
す
る
郡
司
や
刀
称
の
存
在
を
以
っ
て
、
単
な
る
「
在
地
司
」
と
し
て
国
使
体
制
下
に
お
け
る
在
地
支
配
の
た
め
の
付
属
物
と
見
倣
す
見
解
も
あ
る
が
、
彼
等
の
「
住
人
」
　
（
「
在
地
」
）
世
界
の
体
現
者
と
し
て
の
側
面
、
換
言
す
れ
ば
国
使
の
非
法
を
「
在
地
法
」
を
通
じ
て
抑
止
す
る
存
在
と
し
て
の
そ
れ
に
も
注
意
を
要
し
よ
う
。
　
と
も
あ
れ
、
こ
こ
に
至
っ
て
国
司
（
受
領
）
の
遙
任
化
と
い
う
事
情
も
相
侯
っ
て
、
従
前
の
如
き
現
実
を
無
視
し
た
任
意
に
も
と
つ
く
国
使
“
国
衙
使
の
起
用
は
有
効
性
を
持
ち
得
な
く
な
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
こ
に
「
在
地
法
」
に
精
通
す
る
存
在
を
国
衙
使
と
し
て
選
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
生
ま
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
以
上
、
従
来
の
研
究
史
上
の
阻
路
に
な
っ
て
い
る
国
使
（
国
衙
使
）
に
つ
い
て
、
気
付
い
た
諸
点
を
述
べ
て
き
た
が
、
も
と
よ
り
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
。
殊
に
国
使
（
H
国
衙
使
）
の
実
態
面
で
の
究
明
は
空
白
の
部
分
も
多
く
、
各
種
国
使
の
総
体
的
連
関
を
国
衙
機
構
論
と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
に
は
、
こ
の
点
の
解
明
こ
そ
急
務
と
言
え
る
。
小
稿
で
扱
っ
た
問
題
は
こ
う
し
た
実
態
論
を
深
化
さ
せ
る
た
め
の
基
礎
作
業
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
覚
え
書
き
程
度
以
上
の
も
の
で
は
な
い
が
、
大
方
の
御
批
判
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
せ
で
あ
る
。
〔
註
〕
（
1
）
　
泉
谷
康
夫
「
平
安
時
代
に
お
け
る
郡
司
制
度
の
変
遷
」
（
『
古
代
学
論
集
』
所
収
）
。
高
田
実
「
申
世
初
期
の
国
衙
機
構
と
郡
司
層
（
『
史
学
研
　
　
究
』
六
六
号
）
。
米
田
雄
介
「
在
庁
官
人
制
の
成
立
」
　
（
『
日
本
史
研
究
』
　
一
一
八
号
）
。
の
ち
同
氏
『
郡
司
の
研
究
』
に
所
収
）
。
誉
田
慶
信
　
　
「
中
世
成
立
期
の
郡
衙
と
在
地
領
主
」
　
（
『
歴
史
』
第
四
八
輯
）
。
（
2
）
大
石
直
正
「
平
壽
代
の
郡
．
郷
の
収
納
所
．
検
田
所
に
つ
い
て
」
（
書
武
教
鑑
暦
記
套
編
『
呆
古
代
．
中
世
史
の
地
方
的
廃
』
一167一
「国使」をめぐる二・三の問題（関）
　
　
所
収
）
。
（
3
）
　
入
間
宣
夫
「
鎌
倉
前
期
に
お
け
る
領
主
的
土
地
所
有
と
『
百
姓
』
支
配
の
特
質
」
　
（
一
九
七
二
年
度
『
歴
史
学
研
究
』
別
冊
特
集
号
）
。
（
4
）
　
「
古
事
類
苑
」
政
治
部
十
一
。
（
5
）
　
例
え
ば
、
天
平
神
護
二
年
十
月
十
目
越
前
足
羽
郡
司
解
案
（
東
南
院
文
書
ニ
ー
五
二
四
）
に
は
国
使
の
存
在
を
確
認
で
き
る
。
（
6
）
　
「
平
安
遣
文
」
一
三
五
三
号
。
（
7
）
　
「
平
安
遺
文
」
三
二
八
号
。
（
8
）
　
「
早
安
遺
文
」
一
〇
三
九
号
。
（
9
）
　
「
平
安
遺
文
」
七
五
六
号
。
（
1
0
）
　
「
平
安
遺
文
」
八
八
七
号
。
（
1
1
）
　
「
平
安
遣
文
」
四
〇
六
号
及
び
補
遺
七
号
。
（
1
2
）
　
「
平
安
遺
文
」
一
七
三
九
号
、
こ
れ
は
東
大
寺
興
福
寺
両
寺
の
相
論
を
め
ぐ
る
証
拠
文
書
と
し
て
興
福
寺
側
よ
り
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
　
　
り
、
貞
観
六
年
と
い
う
実
年
代
か
ら
し
て
、
若
干
信
愚
性
を
欠
く
が
、
国
使
の
機
能
を
知
る
上
で
は
、
支
障
が
な
い
の
で
一
応
掲
げ
て
お
い
　
　
た
。
（
1
3
）
　
「
『
在
国
司
職
』
成
立
に
関
す
る
覚
書
」
　
（
『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
二
五
号
）
。
（
1
4
）
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
竹
内
理
三
「
在
庁
官
人
の
武
士
化
」
　
（
『
日
本
封
建
制
成
立
の
研
究
』
所
収
）
を
参
照
。
（
1
5
）
　
「
平
安
遺
文
」
三
四
二
号
。
（
1
6
）
　
「
平
安
遣
文
」
四
五
九
号
。
（
1
7
）
　
「
平
安
遺
文
」
三
三
九
号
。
（
1
8
）
　
「
平
安
遣
文
」
に
よ
る
限
り
、
在
庁
官
人
の
語
が
見
え
は
じ
め
る
の
は
十
一
世
紀
中
葉
で
あ
り
、
永
承
五
年
七
月
二
十
一
日
太
政
官
符
案
　
　
（
「
平
安
遺
文
」
六
八
一
号
）
に
見
え
る
「
在
庁
官
人
」
の
語
は
そ
の
比
較
的
早
い
例
と
い
え
る
。
（
1
9
）
　
こ
の
点
、
高
田
実
・
米
田
雄
介
両
氏
の
所
論
は
在
庁
官
人
制
の
成
立
を
十
世
紀
初
頭
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
疑
問
を
覚
え
る
。
　
　
た
だ
し
米
田
氏
の
場
合
、
在
庁
官
人
制
の
成
立
時
期
の
問
題
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
成
立
の
前
提
に
主
眼
を
置
か
れ
て
い
る
。
　
　
　
な
お
、
在
庁
官
人
の
概
念
に
つ
い
て
は
義
江
彰
夫
氏
が
「
平
安
鎌
倉
時
代
地
方
政
治
の
構
造
と
展
開
」
　
（
『
幕
府
鎌
倉
地
頭
職
成
立
史
の
研
　
　
究
』
所
収
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一168一
「国使」をめぐる二・三の問題（関）
（
2
0
）
　
「
平
安
遺
文
」
一
四
九
九
号
。
（
2
1
）
　
「
平
安
遺
文
」
三
五
七
号
。
（
2
2
）
　
「
平
安
遺
文
」
二
五
四
一
号
。
な
お
、
康
平
四
年
四
月
十
五
日
の
美
濃
国
に
下
符
さ
れ
た
官
宣
旨
案
に
も
国
使
と
検
田
使
と
の
関
係
を
知
る
　
　
上
で
興
味
深
い
内
容
が
語
ら
れ
て
い
る
。
（
2
3
）
　
今
、
こ
の
国
衙
使
な
る
名
辞
を
積
極
的
に
用
い
る
意
味
に
つ
い
て
、
誤
解
な
き
よ
う
若
干
付
言
し
て
お
く
。
一
般
に
十
世
紀
以
降
、
国
衙
系
　
　
・
郡
衙
系
を
問
わ
ず
多
く
の
「
使
」
が
見
ら
れ
る
が
、
殊
に
後
者
の
如
き
そ
の
出
自
を
郡
司
層
に
持
つ
使
名
ー
例
え
ば
勘
済
使
・
郡
務
使
・
郡
　
　
摂
使
等
－
に
関
し
て
は
そ
の
位
置
づ
け
が
充
分
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
・
諸
種
の
タ
イ
プ
の
使
を
大
別
し
て
国
衙
系
・
郡
衙
系
と
　
　
そ
の
出
自
に
従
い
こ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
段
階
の
郡
司
制
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
国
衙
官
人
郡
司
制
と
よ
　
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
郡
司
で
あ
る
と
同
時
に
国
衙
に
列
し
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
国
衙
レ
ベ
ル
で
の
在
地
に
対
す
る
　
　
権
力
の
発
効
－
定
着
の
様
相
を
国
衙
系
・
郡
衙
系
の
使
を
問
わ
ず
総
体
と
し
て
こ
れ
を
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
国
衙
使
概
　
　
念
と
は
こ
う
し
た
郡
衙
系
の
使
を
国
衙
権
力
機
構
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
る
際
に
有
効
性
を
持
ち
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
2
4
）
　
大
石
直
正
・
米
田
雄
介
氏
前
掲
論
文
。
（
2
5
）
　
「
今
昔
物
語
」
巻
十
七
－
第
五
話
に
は
、
　
　
　
「
今
昔
、
陸
奥
ノ
前
司
、
平
ノ
朝
臣
孝
義
ト
云
フ
人
有
リ
、
其
家
二
郎
等
二
仕
フ
男
コ
有
ケ
リ
、
実
名
ハ
不
知
ズ
、
字
ヲ
バ
藤
ニ
ト
ゾ
云
ケ
　
　
ル
。
而
ル
ニ
、
孝
義
、
彼
ノ
国
ノ
守
ニ
テ
有
ケ
ル
時
、
件
ノ
男
ヲ
以
テ
検
田
ノ
使
ト
シ
テ
先
二
下
シ
遣
ル
」
と
見
え
て
い
る
。
（
2
6
）
　
表
中
に
は
入
れ
て
い
な
い
が
、
弘
仁
年
間
と
思
わ
れ
る
「
太
政
官
符
案
」
に
「
以
去
十
月
五
日
庄
司
所
進
解
状
云
、
件
御
庄
田
園
検
田
使
悉
　
　
収
公
、
付
徴
租
税
之
責
」
と
あ
り
、
検
田
使
の
存
在
を
確
認
で
き
る
。
（
「
平
安
遣
文
」
三
六
号
）
。
　
　
　
な
お
、
検
田
使
に
は
国
衙
側
の
も
の
と
、
荘
園
領
主
側
の
そ
れ
が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
に
属
す
が
参
考
ま
で
に
後
者
の
例
を
二
三
あ
げ
て
お
　
　
く
。
（
「
平
安
遣
文
」
八
二
一
号
、
一
六
二
七
号
、
二
二
二
八
号
な
ど
）
。
（
2
7
）
　
戸
田
芳
実
「
国
衙
領
の
名
と
在
家
に
つ
い
て
」
　
（
『
日
本
領
主
制
成
立
史
の
研
究
』
所
収
）
。
　
　
　
ま
た
検
田
使
の
機
能
・
役
割
が
十
世
紀
以
降
、
殊
に
顕
著
に
な
る
背
景
に
は
荘
田
の
不
輸
租
範
囲
を
限
定
し
公
田
の
確
保
を
め
ぎ
す
国
司
の
　
　
国
内
検
田
権
の
強
化
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
坂
本
賞
三
『
日
本
王
朝
国
家
体
制
論
』
に
詳
し
い
。
（
2
8
）
　
か
か
る
例
は
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
の
「
書
礼
令
」
・
十
七
の
一
節
に
も
「
是
則
及
前
司
任
終
年
・
公
事
巨
多
之
上
、
検
田
使
収
納
使
等
横
　
　
被
張
行
旨
」
を
見
え
て
い
る
。
な
お
「
平
安
遣
文
」
七
〇
二
号
）
も
参
照
の
こ
と
。
一169一
「国使」をめぐる二・三の問題（関）
（
2
9
）
　
「
類
聚
三
代
格
」
巻
二
十
。
（
3
0
）
　
，
「
平
安
遺
文
」
二
〇
五
八
号
。
か
か
る
収
納
使
の
機
能
に
つ
い
て
は
収
納
所
と
の
関
連
で
大
石
直
正
氏
前
掲
論
文
に
詳
し
い
。
（
3
1
）
　
「
平
安
遺
文
」
二
一
二
号
及
び
二
四
一
号
を
参
照
。
（
3
2
）
　
平
野
博
之
「
平
安
初
期
に
お
け
る
国
司
郡
司
の
関
係
に
つ
い
て
」
　
（
『
史
淵
』
七
二
号
）
。
松
岡
久
人
「
郷
司
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
『
歴
史
学
　
　
研
究
』
二
一
五
号
）
。
米
田
雄
介
『
郡
司
の
研
究
』
な
ど
。
（
3
3
）
　
泉
谷
康
夫
「
平
安
時
代
に
お
け
る
郡
司
制
度
の
変
遷
」
　
（
『
日
本
古
代
学
論
集
』
所
収
）
。
（
3
4
）
　
「
平
安
遺
文
」
一
二
三
号
。
（
3
5
）
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
前
掲
⑱
論
文
に
お
い
て
若
干
、
検
討
を
加
え
て
お
い
た
が
、
そ
の
際
問
題
の
個
所
を
「
見
営
使
所
」
で
は
な
く
「
見
　
　
営
使
」
に
ひ
き
つ
け
て
読
む
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
が
、
こ
れ
と
類
似
の
用
法
は
、
嘉
承
二
年
十
月
日
東
大
寺
政
所
下
文
案
（
「
平
安
　
　
造
文
」
一
六
七
八
号
）
　
「
若
違
此
旨
、
有
請
国
検
田
使
所
者
、
且
召
誠
庄
民
加
重
料
」
に
も
見
ら
れ
る
。
（
3
6
）
　
国
使
と
し
て
の
実
検
使
で
は
な
い
が
、
保
安
三
年
三
月
十
一
日
伊
勢
国
大
国
荘
専
当
解
（
「
平
安
遺
文
」
　
一
九
六
〇
号
）
に
は
実
検
使
が
洪
　
　
水
の
た
め
に
破
損
し
た
大
溝
の
実
否
調
査
を
沙
汰
し
て
い
る
事
例
が
見
ら
れ
る
。
（
3
7
）
　
表
中
（
M
1
2
）
の
大
和
国
に
一
例
見
え
て
い
る
。
史
料
中
よ
り
所
当
地
子
・
官
物
の
勘
責
に
当
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
か
か
る
使
　
　
が
個
別
に
存
在
し
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
因
に
勘
徴
な
る
語
は
、
天
暦
元
年
閏
七
月
十
六
日
付
太
政
官
符
に
「
調
庸
租
税
、
逐
レ
年
難
・
　
　
済
、
愛
国
使
郡
司
等
、
適
靱
二
行
勘
徴
一
、
或
検
昌
封
其
宅
一
」
（
「
政
事
要
略
」
巻
五
十
一
）
と
あ
る
こ
と
か
も
わ
か
る
よ
う
に
特
別
の
意
味
を
持
　
　
つ
も
の
で
な
い
。
お
そ
ら
く
徴
収
等
の
職
責
に
与
る
者
の
総
称
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
　
　
な
お
、
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
（
「
平
安
遺
文
」
三
三
九
号
）
の
第
七
条
に
類
似
の
用
語
が
見
え
て
い
る
。
　
　
　
ま
た
、
そ
の
意
味
で
は
「
幹
了
使
」
な
ど
も
以
前
か
ら
存
在
す
る
も
の
で
「
有
能
で
強
い
使
」
と
い
う
意
の
普
通
名
詞
で
あ
っ
た
。
（
3
8
）
　
「
群
書
類
従
」
巻
一
三
六
。
（
3
9
）
　
森
田
悌
「
古
代
地
方
行
政
機
構
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
　
（
『
歴
史
学
研
究
』
四
〇
一
号
）
。
佐
藤
宗
諄
「
律
令
国
家
の
変
貌
」
　
（
『
講
座
日
本
　
　
史
』
1
・
所
収
）
。
（
4
0
）
　
「
平
安
遺
文
」
二
七
九
号
。
な
お
、
大
石
氏
前
掲
論
文
参
照
の
こ
と
。
（
4
1
）
　
補
註
（
3
2
）
（
3
3
）
の
諸
論
文
を
参
照
。
（
4
2
）
　
「
類
聚
三
代
格
」
巻
十
九
。
一170一
「国使」をめぐる二・三の問題（関）
（
4
3
）
　
泉
谷
康
夫
氏
前
掲
論
文
。
（
4
4
）
　
「
平
安
遺
文
」
二
四
〇
号
。
（
4
5
）
　
「
平
安
遺
文
」
五
一
五
号
。
（
4
6
）
　
松
岡
久
人
氏
前
掲
論
文
。
（
4
7
）
　
「
中
世
初
期
に
お
け
る
国
衙
権
力
の
構
造
と
そ
の
特
質
」
　
（
『
日
本
歴
史
』
三
六
〇
号
）
。
（
4
8
）
　
例
え
ば
「
平
安
遺
文
」
二
五
四
一
号
、
三
三
五
四
号
、
三
八
一
〇
号
、
三
九
二
七
号
な
ど
。
（
4
9
）
　
丹
生
谷
哲
一
「
在
地
刀
称
の
形
成
と
歴
史
的
位
置
」
　
（
『
中
世
社
会
の
成
立
と
展
開
』
所
収
）
。
（
5
0
）
　
入
間
田
氏
前
掲
論
文
。
（
5
1
）
　
坂
本
氏
前
掲
論
文
。
（
5
2
）
　
「
平
安
遺
文
」
七
五
六
号
。
（
5
3
）
　
「
平
安
遺
文
」
二
七
〇
九
号
。
（
5
4
）
　
例
え
ば
「
平
安
遺
文
」
補
七
号
、
補
三
一
号
な
ど
。
（
5
5
）
　
入
間
田
氏
前
掲
論
文
。
（
5
6
）
　
安
元
元
年
閏
九
月
二
十
三
日
伊
賀
国
在
庁
官
人
解
（
「
平
安
遺
文
」
三
七
〇
九
号
）
に
は
、
東
大
寺
別
当
顕
恵
法
印
が
「
前
司
得
賛
之
刻
、
　
　
以
二
瞳
労
一
構
一
一
取
収
納
使
補
任
之
庁
宣
一
、
為
昌
謹
文
一
掠
昌
領
公
田
出
作
田
官
物
一
」
し
た
こ
と
に
よ
り
、
糾
弾
さ
れ
て
い
る
事
実
が
見
え
て
い
る
　
　
が
、
こ
こ
に
は
収
納
使
の
補
任
が
庁
宣
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
窺
え
興
味
を
ひ
く
。
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